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表紙の写真　朝日に向かって舞い上がる（第 29回大崎バルーンフェスティバル・岩出山地域）
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※大崎市は自主財源確保のために有料広告を掲載しています。

　11月 22日から24日までの3日間、大崎の空を彩る「第

29回大崎バルーンフェスティバル」が、岩出山地域のあった

か河川公園を会場に開催され、北海道から熊本県まで、合計

26チームがエントリーしました。

　地面に平らに広げた熱気球に送風機で風を送り、ガスバー

ナーで空気を暖めると、気球の中と外の温度差で、ゆっくり

と機体がふくらみ立ち上がります。準備を整えた熱気球が、

１機また１機と飛び立つと、会場からは声援を送ったり、上

空から手を振るパイロットに手を振って応える姿が見られま

した。

　一見、自由に空を飛んでいるように見えますが、上空には、

強さも方向も違ういくつもの風の層があります。パイロット

はその風を読み、巧みに熱気球を操作し上昇や下降させなが

らゴールを目指します。

　今回は、競技本部が決めたゴールへ向かう「ジャッジ・デ

クレアード・ゴール」と、先行するおとり気球を追いかける「ヘ

ア・アンド・ハウンズ」という2つの競技で、飛行技術を競

い合いました。

　熱気球競技フライトのほかに、係留気球体験搭乗、一斉に

ヘリウム風船を放つ夢風船大空飛行、第11回パワードパラグ

ライダー東日本大会、小型飛行機のデモフライトなども行わ

れ、早朝から会場を訪れた皆さんを魅了しました。

今月の表紙

①②③④⑤早朝から会場を訪れた皆さんは、こんな景

色を見ることができました。⑥係留気球体験では、フワ

リと気球が浮き上がると、大人も子どももみんな笑顔

になりました。次回は30 回目。まだ会場で見たことの

ないという人は、早起きしてみる価値ありです。












